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選択する主体を支える

兵庫教育大学大学院 特別支援教育専攻 障害科学コース

井　澤　信　三

「人生は選択の連続である（Life is a series of 

choices.）」ということばがあります。私たちは、

生きていく日々一刻一刻の中で、常に選択してい

ると考えられます。敢えて「選択」と言う必要の

ないような、毎日繰り返される選択もたくさんあ

ります。いろんな選択がありますが、ざっと考

えても「するか、しないか」「Aと Bのどっちに

するか、それとも Cにするか」「今するか、後で

するかのような 5W1Hに関する条件をつけるか」

など。

障害のある人、その保護者、その支援者におい

ても、いろいろな選択が求められます。その中に

は、比較的に大きなイベントについての選択も

あります。たとえば「どの仕事にするか（比較

的に自由度が高い場合）」「どの学校・学級にする

か（選択肢に制限がある場合）」「活動に参加する

か／しないか、○○だけには参加し、他には参加

しない」「方法Aで対応するか／方法Bで対応す

るか、とりあえず方法Aでうまくいかなかった

ら方法Bで」「学校に行くか／行かないか、いつ

どこに登校するか」など。

一般的に、選択肢がない、一つしか選択肢がな

いよりも、複数の選択肢がある中から選ぶことが

選択主体の満足感につながるでしょう。そのよう

な選択機会の提供は、その後の取組に対する動機

づけを高めることも明らかになっています。た

だ、自由すぎる選択には、混乱も起きやすくなり

ます。選択の機会における大切なことは、いくつ

かの選択肢があることと、その選択肢に関する情

報が明確であること（違いがわかること）、選ん

だ後の結果の見通しの提供（メリットとデメリッ

ト）等が挙げられるのではないかと思います。ま

た、提示された選択肢以外の選択肢が存在してい

るかどうかを吟味することも、大切になってくる

と思います。このようなことに気をつけながら、

選択する人（主体）に付き合っていけるように、

人への支援にあたりたいと考えています。
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